
10 広報みなみ No.197 11広報みなみ No.197

年金のお知らせ
Pension Infomation

TOPICS 　まちの話題をお届けします！

日和佐を舞台にした絵本原画 62点の寄贈
　ひわさの四季シリーズ「じいちゃんのあかいバケツ」23 点「じいちゃんのないしょ
のうみ」20 点「るかちゃんとなみちゃんゆきちゃんかおりちゃん」19 点の３作品（山
内満豊 / 梅田俊作 / 梅田佳子 作 • 絵）の原画 62 点を、長年にわたり山河内ほ
たる村で活動されていた山内満豊さん（現在兵庫県尼崎市在住）が美波町に寄
贈してくださいました。
　作品の中には、日和佐の風景や人々がたくさん描かれています。皆さんの中
にもモデルで描かれた方もいらっしゃるかもしれません。折に触れ公民館等で展

示していきたいと思っていますので、楽しみ
にしていてください。日和佐の自然と日和佐の人々が大好きだった山内さんは、
遠く離れても美波町を忘れることはないと思います。ご寄贈いただいた原画は、
町の宝として大切にいたします。ありがとうございました。

徳島県レッドデータブック絶滅危惧ⅠA類
「ナミキソウ」志和岐で保護活動

　緑のリサイクルソーシャルエコプロジェクトチームのメンバーである
阿南光高校生と、2020 とくしま創生アワード学生賞を受賞した四国
大学生が、令和４年７月２日、地域住民から依頼を受けて増殖させたナ
ミキソウの苗 200 株を志和岐地区へ提供してくれました。当日は学生
代表から住民へ苗が贈られたあと、一緒に苗の定植を行いました。こ
れまでも学生たちは志和岐地区を訪れ、河川や道路、公園等の維持
管理で発生する「刈草」をイノベーションした土壌改良材「もったい
ない２号」を使って、自生地の復旧と保護活動に取り組んで来ました。

▶ナミキソウとは？
浜辺などに生え５～８月ごろに約２センチの青い花を咲かせます。徳島県内では唯一、志
和岐に自生しており、徳島県のレッドデータブックで絶滅の危険性が最も高い「ⅠA」に
分類されています。全国的にも分布域が縮小しており、特に絶滅が危惧されている浜辺
の植物です。

新型コロナウイルス感染症の影響で
収入が減少している方へ

令和 4年度
「わたしと年金」エッセイの募集

　令和 3 年 1 月以降に収入が減少した場合、引き続き令和 4 年度（令和 4 年 7 月～令
和 5 年 6 月まで）においても国民年金保険料の臨時特別免除を希望される方は、再度申
請が必要です。詳細は、日本年金機構 HP をご覧ください。
　また、免除や納付猶予の承認を受けた期間がある場合、保険料を全額納付したときに
比べ、将来受取れる年金額が少なくなります。将来受取る年金額を補うために、10 年以
内であれば後から保険料を納めることができます。

　日本年金機構では、地域に根ざした公的年金制度の周知・啓発活動を実施していま
す。この取り組みの一環として、広く皆さまからの公的年金をテーマにしたエッセイを
募集します。応募作品の中から厳正な審査のうえ、優れた作品について、厚生労働大

臣賞、日本年金機構理事長賞、その他各賞を選定します。受賞者には、表彰状の授与や記念品の贈呈などを予定してい
ます。応募についての詳細や過去の受賞作品については、日本年金機構 HP をご覧ください。ご応募お待ちしております。

【国民年金のご相談・お手続きについて】
徳島南年金事務所☎ 088-652-3114 ／役場住民生活課☎ 77-3613

●作品テーマ
　�応募者ご自身やご家族との公的年金制度のかかわりなど、「わたしと年金」

をテーマにしたエッセイ。
　※�公的年金の大切さ、社会保障としての公的年金の意義など、公的年金に関するエ

ピソードであればなんでも結構です。
●応募資格
　中学生以上の方
●応募要項
　1）日本語で 1,000 文字から 2,000 文字。
　2）�作品用紙の裏に、氏名、ふりがな、年齢、住所、電話番号、職業また

は所属（会社名、学校名等）を明記のうえ、郵送にて提出。
　3）応募者本人が創作したもので、未発表のものに限る。
●応募締切
　令和 4 年 9 月 9 日（金）当日消印有効
●提出先
　〒168-8505　東京都杉並区高井戸西 3-5-24
　日本年金機構　相談・サービス推進部サービス推進グループ「わたしと年金」担当

日本年金機構 HP
「わたしと年金」エッセイ募集

日本年金機構 HP
国民年金保険料免除

中学生によるまちづくりワークショップ開催
　美波町の現状や、まちづくりの方向性について中学生に知ってもらい、まちづ
くりに参画する主体的な若者の増加を図るため、7 月 12 日、日和佐中・由岐中
2 年生によるワークショップを開催しました。まちにあるものないもの、欲しいも
の、行ってみたいと思われるまちになるために取り組むべきことなどについてディ
スカッションし、たくさんの意見やアイディアが出てきました。
　今回のワークショップで出てきた中学生目線の貴重な意見等は、具体的な施策
として第 3 次美波町総合計画にも反映していきたいと考えています。


